
2018年度協定留学プログラム 

派遣学生留学状況報告書 

 

 

非公開希望 項目 内容 

 所 属 法学部 政治学科 
３年（留学年次） 

４年（帰国年次） 

原則 

公開 
留学先 

※大学名、学部、学科名を記入してください。 

Murdoch University/ School of Arts 

原則 

公開 
留学期間 

※実際の留学期間（留学先での授業期間）を記入してください。 

 2018年   2月   26日 ～  2018年   11月   23日 

出国日     2018年     2月     13日 

最終帰国日   2018年     11月     28日 

 

留学の状況について、各項目について書いてください（合計 1,500字以上）。これから海外留学を

する学生にとって貴重な情報となりますので、なるべく仔細な記述をお願いします。 

 

１．留学全般について 

（１）留学当初の所感（第１・２回目報告書記載）について、自己評価や、留学前からの意識

の変化等 

英語の上達の速度は自分が予想していたより遅かったため最初は不安でしたが焦らずに勉

強を続ける大切さを実感しました。また、日常生活では初めての一人暮らしだったのですが

徐々に慣れていったのでこれから行かれる方も心配する必要はないと思います。 

 

 

（２）留学前にもっと準備をしておけばよかったと感じること 

入学報告書やビザ取得、保険申請などの手続きがとても複雑で時間がかかったので、パッ

キングや英語の勉強を並行して進めるのが少し大変でした。 

 

 

２．留学先大学について 

（１）留学先大学の授業や教授等についての印象や感想 

授業は日本の大学に比べて少人数のチュートリアル形式の授業が多く、グループワークが

多い印象でした。課題は想像していたより遥かに多く、予習復習がかかせませんでした。教

授は日本と比べ生徒との距離が近く質問などがしやすかったです。 

 

 



（２）留学先大学のキャンパスや施設についての印象や感想 

大学の中に寮があるため、非常に通いやすかったです。図書館は２４時間利用できるスペ

ースがあり便利でした。施設自体は割と新しく綺麗な印象でした。 

 

 

（３）留学先大学の留学生に対するサポート体制について 

語学面：留学生を対象とした語学補習講座のようなものが授業として或いは授業外で開講さ

れているのかどうか、また開講されている場合は、その時間数や内容、費用等につ

いて書いてください。 

週に１度１～２時間ほどの日本人交換留学生向けのサポートクラスがありました。

日本語のできるオーストラリア人の女性の教授が楽しく英語を教えてくださりまし

た。内容は日本とオーストラリアの文化の違いについて英語で議論をしたり、オー

ストラリアンイングリッシュの発音を学びました。（費用は発生しないです。） 

 

 

 

生活面：生活面のサポートや留学生向けのイベントについて書いてください。 

マードック大学には日本人留学生のお世話をしてくださる日本人の教授がいらっしゃり、

マードック大学に着いたその日に去年の交換留学生が残してくれた日用品などを教授から

受け取る機会があったのは非常に助かりました。また、授業や生活で困ったことがあると

きに相談にのってくださりました。留学生向けのイベントとしては学期に１度あるクルー

ジングパーティーや、私は行っていませんがパースの北西部を旅するノースウェストキャ

ンプなどたくさんありました。他にもパースの観光地に行くイベントや、寮のイベントな

どイベントがたくさんあったのは良かったと思います。 

 

 

資金面：現地で得られる奨学金等の情報があれば書いてください。 

利用していないので分からないです。 

 

 

（４）留学先大学周辺の治安について書いてください。 

海外の中では治安は良い方だと思いますが、誰でも大学の敷地に入れるため寮の周りで

不審者が何度か目撃されたり、寮の駐車場で車上荒らしが多発していたことがあったため、

やはり注意は必要だと思います。 

 

 

（５）その他留学先大学についての印象や感想があれば書いてください。 

   授業が少人数の場合が多く、教授との距離が近いのに加え、グループワークが多かった

ことで友達もできやすく、分からないことがあれば聞きやすかったように感じます。大学自体

が比較的新しいこともあり、施設も比較的新しかったため過ごしやすかったように感じます。 

 



（６）留学先での履修科目等 

※本学での単位認定に関係なく、①に派遣先で履修した科目名をすべて記入してください。単位が認定された場合は、そ

の科目の②に本学での科目名を記入してください。行は適宜追加してください。 

※成績証明書を添付してください。 

①留学先での履修科目名（単位数） ②本学で単位認定された科目名（単位数） 

BAR100(Academic Learning Skills)  

AST102(Asian centuries)  

IND101(Indonesia)  

BBS150(Transforming Business)  

BUS183(Foundation of Marketing)  

COM101(Social Media)  

＊私は４年次に留学していて学習院大学の単位はほとんど取り終わっていたため、単位認

定の申請はしていません。 

 

３．宿舎について 

（１）種類 

大学の寮 

（２）家賃 

月額 （現地通貨）約 700豪ドル、（日本円）約 6万～7万円 

（３）食事 

自炊 

（４）大学までの交通手段、所要時間 

徒歩  計 10分 

（５）感想、良かった点・悪かった点 

寮が大学の中にあるため通いやすかったです。 

 

 

４．費用について 

（１）学  費 協定のため免除 

（２）渡航方法と金額 

飛行機 （日本円）約  ３４万円（往復） 

（３）生活費 

（現地通貨）月額 日本円 約 １０万円 

※宿舎費を含めた金額を記入してください。 

（４）費用の持参方法 

インターナショナルキャッシュカード／クレジットカード／国際ブランドプリペイドカード

／現金／その他（    デビットカード       ） 

⇒その方法についての感想、良かった点・悪かった点 

カードで支払いもでき、現金を下ろすこともできるので便利でおすすめです。 



（５）「学習院大学海外留学奨学金」を受給した場合、その主な支出内容と金額の内訳 

30万円 支出内容：寮費 

 

 

５．保険について 

（１）保険会社名  

ジェイアイ傷害火災保険 

（２）保険料  

17～18万円 

（３）加入した保険の種類、内容 

t@bihoたびほ 

（４）感想、良かった点・悪かった点 

幸い何事もなかったため使うことはありませんでしたが、念のため入っておくことをおすすめ

します。 

 

６．荷物について 

（１）荷物の送付方法 

手荷物 

（２）持って行って良かったと思う物  

インスタントの日本食、パソコン 

（３）持って行く必要が無かったと思う物  

ドライヤー（向こうの電圧に合わずすぐに壊れました） 

（４）持って行けば良かったと思う物  

冬服、ヒートテック（初めは夏なのでほぼ夏服しかもっていかなかったのですが、すぐに寒

くなるので必要だと思います） 

 

 

７．平日および週末の平均的な過ごし方 

（１）平日 

午前中：授業、午後：課題や買い物、ボランティア 

（２）週末 

バドミントンクラブの練習、友達と遊ぶ 

 

８．後輩へのアドバイス等 

留学準備は大変だと思いますが充実した留学生活が送れると思うので頑張ってください。 

 

９．その他、雑感や要望など書きたいことがある場合は自由に書いてください。 


